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お年寄りとのふれあい
12月20日㈮　金屋保育園

新年を祝う初釜茶会
１月10日㈮　神林農村環境改善センター

　金屋保育園児がデイサービスセンター「くろっかす」
を訪問し、歌や踊りを披露しました。演技が終わると
会場からは大きな拍手が送られ、園児は利用者の皆さ
ん一人ひとりと照れくさそうに握手を交わしていま
した。利用者の一人は「とても可愛らしかった。ぜひ、
また来てほしい」と話していました。

　神林地区長寿大学の茶道クラブ（石州流：佐藤美和
先生）が初釜茶会を開催。会員の晴れ着姿に会場は華
やかな雰囲気に包まれ、午の置き物や松の葉が飾られ
るなど、新年最初のお茶会を和やかに楽しみました。
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　男女共同参画事業として、県内出身の絵
本作家サトシン氏の講演会が開催されまし
た。サトシン氏は、絵本を通した子ども達
とのふれあいや伝えたい思いを楽しく話し
ていました。会場にはお父さんの姿も多く、
男性の育児参加が広がっている様子がうか
がえました。
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　このコーナーは、市内の協働の取り

組みや話題・活動などを紹介します。
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新春バレーボール大会
１月12日㈰　朝日総合体育館

火災ゼロを目指して
１月５日㈰　教育情報センター

初めてのどんどん焼き
１月13日（祝・月）　福田集落

　31回目となる新春バレーボール大会が開催されまし
た。市内外から13チームが参加し、選手たちは真冬の
寒さにも負けることなく熱戦を繰り広げました。
　大会は、３つのブロックに分かれて予選リーグを行
い、その成績により決勝トーナメントが行われました。
大会の結果は次のとおりです。

　優　勝　ＪＯＹ．ＺＯＬＯＦＴ
　準優勝　アンダーシンボ　〜ＵＭＡＳＵＫＥ〜
　第３位　ＲＩＳＥ
　　同　　Ｊ．ＺＯＬＯＦＴ

　消防団員など約120人が参加し「村上市消防出初式」
が行われました。訪れた市民が見守る中、消防団によ
るきびきびとした分列行進や消防車両パレードが行わ
れ、今年１年の安全を祈念しました。

　福田集落のどんどん焼きは、これまで各組ごとで行
われていましたが、今年から集落全体で一つになって
行うことになりました。今回が初めての取り組みでし
たが準備作業はスムーズに進行しました。午後３時の
点火には大勢の人が集まり、一年の息災と五穀豊穣を
祈念していました。
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